
令和 3 年 5 月号 
 

分
苑
長 

 

 

春
季
大
祭 
挨
拶 

本
日
は
春
季
大
祭
、
並
び
に
祖

霊
合
同
慰
霊
祭
、
誠
に
お
め
で

と
う
御
座
い
ま
す
。
春
の
う
ら

ら
か
な
季
節
の
な
か
、
清
々
し

い
祭
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
こ
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
八
雲
琴
の
奉
納
も
、
普
段
の

お
稽
古
の
成
果
に
よ
り
、
素
晴

ら
し
い
演
奏
で
心
清
ま
る
も
の

で
し
た
。 

本
日
は
新
霊
ご
遺
族
の
方
々

に
ご
参
拝
い
た
だ
き
、
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
霊
様
、
祖

霊
様
も
大
変
お
喜
び
に
な
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
前
田
特
派

宣
伝
使
の
講
話
が
中
止
と
な
り
、

参
拝
者
も
限
ら
れ
た
人
で
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
感
染

力
が
強
く
、
重
症
化
率
も
高
い

変
異
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を

思
う
時
、
今
後
益
々
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
粘

り
強
く
万
全
の
感
染
予
防
対
策

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

国
祖
国
常
立
尊
の
大
神
様
は
、

三
千
世
界
の
立
替
え
立
直
し
を

し
て
、
み
ろ
く
の
世
を
創
る
と

宣
言
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
最

も
大
御
心
を
砕
か
れ
て
い
る
こ

と
は
、
人
の
心
を
改
心
さ
せ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
大
三
災
、

小
三
災
で
人
の
心
を
改
心
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
ほ
ど
た
や
す
い
こ
と
は
な

い
、
人
の
心
は
こ
ん
な
こ
と
で

は
改
心
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
大
本
神

愉
に
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
一

貫
し
て
、
改
心
し
て
く
だ
さ
れ

よ
と
警
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
程
ま
で
に
私
達
人
類
の
こ
と

を
ご
守
護
さ
れ
、
救
い
を
願
っ

て
お
ら
れ
る
大
神
様
の
御
心
を

思
う
と
き
、
少
し
で
も
大
神
様

の
御
心
に
か
な
う
よ
う
に
な
ら

ね
ば
、
大
神
様
に
対
し
本
当
に

申
し
訳
が
な
い
よ
う
な
気
が
致

し
ま
す
。 

 

一
人
ひ
と
り
の
心
が
神
心
に

な
っ
た
と
き
、
始
め
て
み
ろ
く

の
世
が
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

聖
師
さ
ま
は
『
大
本
は
、
み
ろ
く

の
世
の
型
と
な
り
、
鏡
と
な
り
、

中
核
と
な
り
、
さ
き
が
け
と
な

る
使
命
を
も
っ
て
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
』 

と
お
示
し
い
た
だ
い
て
お
り
、

私
た
ち
大
本
信
徒
は
一
日
も
早

く
改
心
し
て
、
ま
ず
は
自
分
自

身
が
み
ろ
く
の
世
に
か
な
う
人

間
に
な
り
、
大
神
様
の
ご
神
業

の
一
端
で
も
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
努
力
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

聖
師
さ
ま
は
『
人
間
は
平
素

よ
り
そ
の
身
魂
を
清
め
、
善
を

い
い
、
善
の
た
め
に
善
を
行
い
、

か
つ
知
恵
と
証
覚
と
を
得
て
お

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

あ
る
。
』
『
天
国
団
体
の
最
も
富

め
る
も
の
は
、
現
界
に
あ
る
う

ち
に
、
よ
く
神
を
理
解
し
、
愛
の

た
め
に
愛
を
な
し
、
善
の
た
め

に
善
を
な
し
、
真
の
た
め
に
真

を
行
い
、
自
利
心
を
捨
て
、
そ
う

し
て
神
の
国
の
建
設
の
た
め
に

心
を
つ
く
し
身
を
つ
く
し
、
忠

実
な
る
神
の
下
僕
と
な
り
、
か

つ
ま
た
現
界
に
お
い
て
充
分
に

活
動
を
し
、
そ
の
余
財
を
教
会

の
た
め
に
捧
げ
、
神
の
栄
え
と

道
の
拡
張
に
の
み
心
身
を
傾
注

し
た
る
善
徳
者
が
、
い
わ
ゆ
る

天
国
の
富
者
で
あ
り
ま
す
。
』
と

お
示
し
い
た
だ
い
て
お
り
、
私

達
は
日
々
の
『
心
・
言
葉
・
行
い
』

を
改
め
、
身
魂
磨
き
を
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

本
日
は
ご
参
拝
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
す
。 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

四
月
三
日
（
土
） 

参
拝
者 

十
七
名 

 

斎
主 

妹
尾 

正
治 

 

祭
員 

青
山 

将
士 

進
行 

伊
藤 

久
仁
男 

大本 
名古屋分苑 

分
苑
た
よ
り 

 
 な

ご
み 

 

お
お
み
こ
こ
ろ 

 

み
こ
こ
ろ 

し
も
べ 

ふ
う
し
ゃ 

こ
こ
ろ 

分苑玄関前に咲く 
満天星（どうだん）つつじ 

旬のタケノコとフキがお供えされた 
 

み
こ
こ
ろ 



令和 3 年 5 月号 
 

●
春
季
大
祭 

●
春
季
祖
霊
合
同
慰
霊
祭 

 
四
月
十
八
日
（
日
）
、
春
季

大
祭
・
春
季
祖
霊
合
同
慰
霊

祭

が

小

林

清

人

執

行

委

員

長 

小
鹿
正
光
・
小
鹿
美
千

代
副
執
行
委
員
長
の
下
、
厳

粛
に
執
行
さ
れ
、
祭
典
後
に

は
八
雲
琴
、
菅
掻
曲
（
す
が

が
き
ふ
り
）
が
奉
納
さ
れ
た
。 

参
拝
者
三
十
二
名 

 

斎
主 

 

瓜
生 

秀
明 

 

祭
員 

 

石
原 

松
生 

 

祭
員 

 

飯
田 

和
彦 

 

祭
員 

 

堀 

健
太
郎 

祖
霊
斎
主 

畠
山 

茂 

祭
員 

 

久
野 

武
男 

祭
員 

 

日
比 

達
朗 

典
礼 

 

伊
藤
久
仁
男 

裏
方 

 

高
嶋 

善
雄 

 

伶
人 

 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 

澤
田 

淳 

伶
人 

 

長
谷
川
美
枝 

伶
人 

 

佐
古 

美
鈴 

伶
人 

 

岡
田 

幸
子 

進
行 

 

青
山 

将
士 

 

コ

ロ

ナ

感

染

防

止

の

た

め
、
祭
典
関
係
者
、
機
関
代

表
者
、
遺
族
代
表
者
の
み
の

参
拝
と
な
っ
た
。 

 

☆

前

日

は

十

時

か

ら

直

心

会
・
準
備
委
員
に
よ
り
分
苑

内
の
清
掃
・
祭
典
準
備
が
行

わ
れ
た
。 

●
草
引
き
献
労
作
業 

 
 

 
 

 
 

津
島
支
部 

四
月
十
一
日
（
日
）
支
部

月
次
祭
終
了
後
、
現
地
の
海

津

市

に

移

動

し

て

十

二

時

時

半

分

よ

り

十

五

時

ま

で

作
業
を
行
っ
た
。 

地

中

に

張

り

め

ぐ

る

ヨ

シ

の

根

を

除

去

す

る

の

に

大
変
苦
労
し
た
。
皆
で
懸
命

に

作

業

を

行

い

予

定

の

範

囲

を

完

了

す

る

こ

と

が

で

き
た
。 

植
樹
し
た
松
は
枯
れ
る
こ

と

な

く

順

調

に

育

っ

て

お

り
、
今
後
の
成
長
が
期
待
さ

れ
る
。 

参
加
者 

妹
尾
正
治 

渡
邉
政
幸 

飯
田
和
彦 

日
比
達
朗 

瓜
生
秀
明 

報
告 

 忍
び
草 

若
葉
支
部 

宣
伝
使 

 

浦
木
な
み
子 

毘
女 

享
年 

九
十
九
歳 

令
和
三
年 

三
月
三
十
一
日 

 帰
幽 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す 

 

☆
行
事
予
定 

五
月 

五
日
（
水
） 

み
ろ
く
大
祭
遥
拝
祭 

 
 

午
前
十
時
半
よ
り 

十
六
日
（
日
） 

 

月
次
祭 

午
前
十
時
半
よ
り 

六
月 

五
日
（
土
） 

 

月
始
祭 

 

午
後
一
時
半
よ
り 

 
 
 

 
 

 
 

  


